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就農するなら東広島！
農作物別による経営概要の一例を紹介

P.4

P.5

農業に携わる輝き人の紹介
農家さんとサポーターさんを紹介
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研修を終え本格的に農業と向き合う加藤さんに聞く
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1

令和4年度新規就農者育成研修生募集
園芸センターを活用しよう！！

　瀬戸内海の穏やかな海、山のある東広島に遊びに行くようになって、こんな町に
住めたらいいなあとバクゼンと思い始めた。でも、今の仕事を辞めて、こんな田舎
で暮らしていけるのだろうか。
　決意はするけれど、“いつも忙しい”“自分には無理”と言い訳が出てくる、この繰
り返しを何年過ごしているんだろう。
　ある日、ホームページの検索に、思いもしなかった“農業”がヒットした。すぐに、
東広島市園芸センターに電話をして、何度か相談に行った。色々相談している内
に、農業で一生やっていこうと決心がついた。何から行動をするか考えるだけで
も、ワクワクしてきた。これからよろしく東広島市！！



　

東
広
島
市
は
人
口
約
１９
万

人
で
、南
は
瀬
戸
内
海
、北
は

県
央
に
至
り
、海
の
味
、山
の

味
を
手
軽
に
楽
し
め
る
と
こ

ろ
で
す
。気
候
は
、標
高
差
か

ら
冬
季
の
気
温
、
積
雪
量
に

差
は
見
ら
れ
ま
す
が
、
全
体

的
に
比
較
的
温
和
な
気
候
で

す
。

　

ま
た
、
市
内
に
は
４
つ
の

大
学
や
官
民
の
学
術
研
究
機

関
が
集
積
し
て
お
り
、
国
際

学
術
研
究
都
市
を
目
指
し

て
、
機
能
の
集
積
を
活
か
し

た
新
産
業
の
創
出
な
ど
産
学

官
の
連
携
強
化
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
内
陸
部
の
里
山

や
田
園
風
景
、
沿
岸
部
の
自

然
環
境
を
活
か
し
て
、
個
性

的
な
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。〝
い
な
か

暮
ら
し
〞
と
〝
ま
ち
暮
ら
し
〞

が
両
立
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

就
農
の
観
点
か
ら
考
え
る

と
志
和
町
、豊
栄
町
、福
富
町

が
お
す
す
め
で
す
。

　

田
畑
が
多
く
、
の
ど
か
な

風
景
が
広
が
る
一
方
、
高
速

道
路
が
通
っ
て
お
り
隣
接
す

る
広
島
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
抜

群
の
町
。

　

夏
に
は
地
域
を
上
げ
て
の

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
、『
ホ
タ
ル

祭
り
』が
あ
り
ま
す
。か
や
ぶ

き
屋
根
の
民
家
が
残
り
、
保

全
へ
の
取
り
組
み
も
盛
ん
。

　

若
手
の
新
規
就
農
者
が
移

住
し
た
り
、
学
生
が
古
民
家

を
シ
ェ
ア
し
て
住
ん
だ
り

と
、
農
業
の
町
に
若
い
力
が

活
気
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。

　

広
島
県
の
中
心
に
位
置
す

る
こ
と
か
ら「
へ
そ
の
町
」と

し
て
P
R
。オ
オ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
が
生
息
す
る
ほ
ど
の

豊
か
な
自
然
環
境
も
魅
力
。

観
光
牧
場
や
観
光
り
ん
ご
園

で
知
ら
れ
、
ジ
ビ
エ
の
供
給

地
と
し
て
の
振
興
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　

牧
場
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
木

工
家
具
店
、
雑
貨
店
な
ど
の

他
、
県
内
最
大
級
の
大
型
遊

具
が
あ
る
道
の
駅
な
ど
で
知

ら
れ
て
い
ま
す
。産
業
と
し

て
の
農
業
も
盛
ん
で
、
自
然

農
法
に
取
り
組
む
農
家
も
多

く
い
ま
す
。

定
住
す
る
な
ら
東
広
島

田園風景が広がる志和町

東広島市DATA

　
東
広
島
市
に
は
、農
業
や
暮
ら
し
に
い
い
も
の
、い
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
。そ
ん
な
東
広
島
の
魅
力
を
ち
ょ
っ
と
紹
介
。

今
、志
和
町
が
熱
い

へ
そ
の
町
、豊
栄
町

農
業
が
盛
ん
な
福
富
町

東広島市の移住・定住支援策について
東広島市への移住・定住をお考えの方へ

移住・定住に関する市の支援制度について
https://www.city.higashihiroshima.lg.jp/soshiki/chiikishinko/7/teiju/20857.html

https://www.city.hiroshima.lg.jp/site/kouiki/15662.html

　

県
内
一
の
生
産
量
を
誇
る

米
作
地
帯
で
、
第
２
次
産
業

の
占
め
る
割
合
が
高
く
、
製

造
業
が
高
い
伸
び
率
を
示
し

て
い
ま
す
。特
に
自
動
車
関

連
、情
報
通
信
、電
子
部
品
・

デ
バ
イ
ス
な
ど
で
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
企
業

が
集
結
し
て
い
ま
す
。

　

山
陽
自
動
車
道
、東
広
島
・

呉
自
動
車
道
、
広
島
呉
道
路

と
と
も
に
広
島
・
呉
・
東
広

島
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
ま

す
。ま
た
、山
陽
自
動
車
道
の

I
C
が
４
つ
、
大
阪
か
ら
福

岡
へ
至
る
国
道
２
号
線
、
さ

ら
に
は
J
R
山
陽
本
線
・
呉

線
の
停
車
駅
が
あ
り
、
交
通

網
が
充
実
し
て
い
ま
す
。広

島
空
港
か
ら
も
ほ
ど
近
く
、

県
内
外
へ
気
軽
に
移
動
が
で

き
る
、
全
方
位
に
ア
ク
セ
ス

が
で
き
る
ま
ち
で
す
。

　

医
療
は
、病
院
１６
カ
所（
救

急
指
定
病
院
9
カ
所
）、地
域

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
環
境

は
整
っ
て
い
ま
す
。

　

市
中
心
部
の
地
元
商
店
街

を
は
じ
め
、
市
中
心
部
周
辺

に
は
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
店
と
し

て
大
規
模
小
売
店
が
集
中
し

て
お
り
、
自
家
用
車
で
の
買

い
物
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま

す
。そ
の
ほ
か
、
周
辺
町
に

は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
が
各
所
に
進
出
し
て
お

り
、
買
い
物
環
境
も
充
実
し

て
い
ま
す
。

　

レ
ジ
ャ
ー
施
設
は
、
映
画

館
、芸
術
文
化
ホ
ー
ル
、美
術

館
、
温
泉
施
設
、
運
動
公
園
、

キ
ャ
ン
プ
場
、
道
の
駅
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

保
育
所
42
施
設
、
認
定
こ

ど
も
園
18
施
設
、
幼
稚
園
11

施
設
、小
学
校
34
校
、中
学
校

15
校
、高
等
学
校
9
校（
中
高

一
貫
3
校
含
む
）、
大
学
4

校
。市
内
で
大
学
ま
で
の
教

育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

市
内
全
域
で
東
広
島
の
情

報
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
（
F
M
東

広
島
）が
受
信
で
き
ま
す
。ま

た
、
こ
の
F
M
放
送
を
活
用

し
て
緊
急
防
災
情
報
の
発
信

も
行
っ
て
い
ま
す
。

※人ロ・世帯数：令和３年３月末住民基本台帳

豊栄町面積

総人口
72.56k㎡

3,061人
世帯数 1,516世帯
特産品 米、吉原ごぼう、
白ネギ、りんご、ぶどう、
しいたけ、うみたて卵

東広島市面積
総人口

635.16k㎡
188,969人

世帯数 87,716世帯

※人ロ・世帯数：令和３年３月末住民基本台帳

※人口、世帯数／2021（令和３）年
　3月末現在、住民基本台帳

■交通アクセス
東広島駅⇔東京駅
（山陽・東海道新幹線）…約4時間20分
東広島駅⇔新大阪駅
（山陽新幹線）………… 約1時間45分
東広島駅⇔博多駅
（山陽新幹線）…………約1時間２０分

広島空港⇔羽田空港
　　　　　　　……約1時間25分
広島空港⇔成田空港
　　　　　　　……約1時間40分

志和町面積

総人口
70.92k㎡

6,474人
世帯数 3,172世帯
特産品 ネギ、 レンコン
※台湾・香港へ輸出している
　ぶどう園あり

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
企
業
が
集
結
す
る
ま
ち

交
通
網

医
　
療

買
い
物

レ
ジ
ャ
ー
施
設

子
育
て
・
教
育

通
信
環
境

2

東広島市園芸センター

豊栄町

福富町

※人ロ・世帯数：令和３年３月末住民基本台帳

福富町面積

総人口
60.71k㎡

2,288人
世帯数 1,033世帯
特産品 エゴマ、ナス

■東広島の月別平均降水量と平均気温
（令和元年）
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平均気温



　

ほ
と
ん
ど
の
農

家
は
、
先
祖
代
々
か

ら
そ
の
地
に
住
ん
で
い
る
の

で
、
住
民
同
士
の
付
き
合
い

が
、
都
会
と
比
べ
て
強
く
感

じ
ら
れ
ま
す
。新
た
に
農
業

経
営
を
始
め
る
と
い
う
こ
と

は
、
い
ず
れ
か
の
農
業
地
域

で
生
活
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。つ
ま
り
農
業
地
域
の

一
員
と
な
る
わ
け
で
す
。

　

農
業
地
域
で
は
、
農
業
用

水
の
利
用
に
伴
う
共
同
作
業

な
ど
、
直
接
農
業
に
係
る
こ

と
や
、
農
業
地
域
特
有
の
伝

統
行
事
、習
慣
な
ど
、農
業
地

域
の
一
員
と
し
て
協
力
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
う

い
っ
た
行
事
に
参
加
し
、
地

域
に
溶
け
込
む
こ
と
で
、
地

域
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
、

お
互
い
に
情
報
交
換
も
で
き

る
の
で
、
都
会
と
は
一
味

違
っ
た
人
情
あ
ふ
れ
る
生
活

が
き
っ
と
営
め
る
で
し
ょ

う
。地
域
の
方
々
と
信
頼
関

係
を
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

■就農に向けた支援体制（独立・自営就農を目指す人）

何から
始める？就農までのQ&A

支援項目 支　援　内　容 支援機関名

・実践的知識、経営管理能力、基礎技術等の取得 東広島市園芸センター

・販路等支援 JA広島中央、JA芸南

・作成にあたる助言等 広島県西部農業技術指導所

・資金援助 日本政策金融公庫
JA広島中央、JA芸南

広島県西部農業技術指導所

東広島市園芸センター
・就農後の営農相談

・移住・定住にむけた空き家等のあっせん 東広島定住サポートセンター
（東広島市地域づくり推進課）

・貸借（利用権設定等）
・農地確保の支援 東広島市農業委員会

農業研修
営農計画作成

農地確保

住宅確保

設備投資補助

就農後の営農相談

就農後の販売活動

　

ま
ず
、
農
地
選
び

か
ら
始
め
ま
し
ょ

う
。農
業
生
産
の
環
境
や
土

地
柄
や
家
族
の
生
活
を
考
え

て
、希
望
す
る
地
域
を
選
び
、

「
ど
う
い
う
農
業
を
し
た
い
」

「
生
活
環
境
は
こ
ん
な
と
こ

ろ
が
良
い
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
固
め
る
と
、
就
農
候
補

地
域
に
対
し
て
、
イ
メ
ー
ジ

に
合
う
農
地
が
あ
る
か
を
問

い
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ
の
時
、「
ど
ん
な
作
物

を
作
り
た
い
か
」「
こ
の
作
物

は
ど
ん
な
地
域
で
作
れ
る
の

か
」
と
い
っ
た
こ
と
も
地
域

選
び
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
就
農
す
る
に
は
家

族
の
理
解
、
同
意
を
得
る
こ

と
が
大
切
で
す
。家
族
の
協

力
が
な
い
と
農
業
経
営
は
成

り
立
た
な
い
場
合
が
多
い
か

ら
で
す
。

就
農
を
考
え
て
い
ま
す
。

何
か
ら
始
め
た
ら
い
い
で
す
か
？

農
業
地
域
に
受
け
入
れ
て

も
ら
え
る
で
し
ょ
う
か
？

　

農
業
機
械
は
、
全

て
を
一
度
に
揃
え
よ

う
と
す
れ
ば
多
く
の
資
金
を

必
要
と
し
ま
す
。当
初
は
、必

要
最
小
限
の
農
機
具
や
施
設

を
準
備
し
、
経
営
が
軌
道
に

の
り
は
じ
め
て
か
ら
徐
々
に

装
備
を
充
実
し
て
い
く
の
が

現
実
的
で
す
。

　

最
近
の
農
業
機
械
は
、
機

種
に
よ
っ
て
は
低
価
格
の

「
シ
ン
プ
ル
農
機
」が
出
て
い

ま
す
が
、
一
般
的
に
は
農
機

の
価
格
は
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。農
機
具
を
購
入
す
る
に

は
多
く
の
資
金
が
必
要
で

す
。中
古
農
機
具
や
リ
ー
ス

な
ど
で
対
応
す
る
の
も
負
担

を
軽
減
す
る
一
つ
の
方
法
で

す
。

　

就
農
す
る
に
あ

た
っ
て
、
農
地
の
取

得
、種
苗
や
肥
料
、農
薬
な
ど

の
購
入
に
必
要
な
運
転
資
金

と
し
て
約
５
０
０
万
円
、
現

金
収
入
が
得
ら
れ
る
ま
で
の

生
活
資
金
と
し
て
約
３
０
０

万
円
、さ
ら
に
、ハ
ウ
ス
栽
培

す
る
場
合
に
は
、
ハ
ウ
ス
や

付
帯
設
備
等
の
整
備
に
係
る

資
金
が
必
要
で
す
。合
わ
せ

て
約
８
０
０
万
円
以
上
の
資

金
が
必
要
で
す
。

　

東
広
島
市
で
は
、

実
習
研
修
、
経
営
・

経
理
に
つ
い
て
の
簿
記
指

導
・
財
務
諸
表
分
析
・
税
務

指
導
な
ど
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

就
農
後
も
、「
経
営
・
技
術
、

農
業
資
金
、農
地
」の
農
業
経

営
サ
ポ
ー
ト
を
関
係
機
関
で

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
農
業
を
続
け
て
い
け

ま
す
。

経
営
や
技
術
を
学
ぶ
方
法
は

あ
り
ま
す
か
？

　

農
家
の
後
継
ぎ
で

な
く
て
も
農
地
は
取

得
で
き
ま
す
。農
地
を
買
っ

た
り
、
借
り
た
り
す
る
場
合

に
は
、
農
地
法
な
ど
の
許
可

を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。こ
の
許
可
を
受
け
な
い

と
、
せ
っ
か
く
農
地
を
取
得

し
て
も
、
登
記
も
で
き
ま
せ

ん
し
、
法
律
上
の
権
利
の
保

護
も
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

農
業
開
始
と
と
も
に
、
用

水
や
農
道
な
ど
の
地
域
の
農

業
者
の
共
有
資
産
、
施
設
を

利
用
し
ま
す
。こ
の
た
め
、生

産
活
動
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
そ
の
地
域
の
世
話
役
や
、

土
地
改
良
区
の
合
意
を
得
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
就
農
と
同
時
に
始

ま
る
農
業
資
材
や
生
産
物
の

取
引
等
の
経
済
活
動
は
、
地

域
の
農
協
を
通
じ
て
行
う
こ

と
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
状
況
に
応
じ
て
農
協
の

組
合
員
と
な
る
手
続
き
も
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
農
産
物
の
栽
培
は
、
常
に

自
然
現
象
に
大
き
く
左
右
さ

れ
ま
す
。適
切
な
肥
培
管
理

を
施
す
た
め
に
は
、
で
き
る

だ
け
取
得
農
地
の
近
く
に
住

居
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
い
え
ま
す
。

　

東
広
島
市
で
は
、
住
宅
や

農
地
な
ど
の
情
報
提
供
を
し

て
い
ま
す
が
、
就
農
希
望
地

に
適
当
な
住
居
が
見
つ
か
ら

な
い
場
合
が
多
く
あ
り
、
最

初
は
賃
貸
な
ど
で
住
居
を
確

保
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。ま
た
、住
居
が
見

つ
か
っ
て
も
、
程
度
の
差
は

あ
る
も
の
の
、
多
く
の
場
合

は
手
入
れ
が
必
要
で
す
。

　

将
来
ど
の
よ
う
な
農
業
経

営
を
や
り
た
い
の
か
、
予
め

そ
の
目
標
を
明
確
に
し
た

ら
、
同
じ
よ
う
な
経
営
類
型

を
見
て
歩
い
た
り
、
手
伝
っ

て
み
た
り
、
経
営
主
の
話
を

聞
い
た
り
し
て
、
や
り
た
い

農
業
経
営
の
イ
メ
ー
ジ
を
固

め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

事
前
に
農
業
・

農
業
地
域
の
実
情

を
理
解
し
、
就
農
の
た
め
の

条
件
を
十
分
整
え
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

実
際
に
農
業
経
営
に
取
り

組
ん
で
み
る
と
、
農
産
物
価

格
の
低
迷
で
採
算
割
れ
の
状

態
に
な
っ
た
り
、
生
産
調
整

な
ど
で
希
望
通
り
の
生
産
規

模
が
確
保
で
き
な
い
と
い
う

事
に
な
り
ま
す
。

就
農
で
生
計
を
立
て
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

◎経験の有無（知識、技術、技能
の蓄積程度）

◎農地が取得できるか、借りるこ
とができるか
◎農業開始に当たって資金が確
保できるか
・当面の生活資金（農産物の販
売収入が得られるまで）
・種子、肥料、農薬、生産資材等
購入のための運転資金
・機械、施設や農地を取得する
ための設備資金
◎農業の労働力が確保できるか

目標実現の可能性を
確かめるポイント

新規就農者（葉物野菜）が購入した農機具

3

Q A

■東広島市園芸センター
■東広島市農林水産課、各担当支所
■東広島市農業委員会
■広島県西部農業技術指導所
■JA広島中央、JA芸南
■広島県東広島農林事業所
　（オブザーバー）
■その他（認定農業者等）

農業経営サポート行うメンバー

Ｑ

農
家
の
後
継
ぎ
で
は
な
い
け
ど

農
地
取
得
な
ど
で
き
ま
す
か
？

Ｑ

農
業
の
機
械
を

持
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
？

Ｑ

自
己
資
金
は
ど
れ
ぐ
ら
い

必
要
で
す
か
？

Ｑ

Ｑ

ＱＱ Ａ

Ａ

Ａ

ＡＡ

Ａ

金　額数量品　名
66,000円1刈払機

149,000円1平畝整形マルチセット
257,300円1管理機
97,000円1手押しタイプ播種機
5,000円2L1ベルト（小松菜用）
5,000円2L1ベルト（水菜用）

217,000円1畦草刈機
1,860,000円1トラクター
381,000円1運搬車
3,197,300円合計

160,000円2
バッテリー動噴
（バッテリー付）

令和3年度 東広島市園芸センター調べ

畑
が
広
が
る
志
和
町

Ａ



就農5年目
8,000㎡
夫婦2人
866万円
597万円
269万円
31％

作りやすい作型で品不足の時期を狙い有利に販売作りやすい作型で品不足の時期を狙い有利に販売

〇収穫量が多く、高収益
〇大玉トマトより作りやすい
〇競合産地は多いが消費者に人気

〇収穫量が多く、高収益
〇大玉トマトより作りやすい
〇競合産地は多いが消費者に人気

〇機械いらず、手間いらず
〇真冬にゆっくり収穫できる
〇機械いらず、手間いらず
〇真冬にゆっくり収穫できる

１．なぜ農業でないといけないの？
２．生活スタイルは？
３．将来の展望は？
4．性格的に向いているか？
　（農業は1人ではできない…）

１．資金（当面の生活費、設備投資費、運転資金など）
２．農地（家・倉庫等も）
３．農業用機械（軽トラック、運搬車など）
４．栽培技術（作物、気候、土壌など）
５．労力（家族、近隣の人、学生など）
６．販売（市場、直売所、ネットなど）

・園芸センターで基礎学習
・野菜（花き）の栽培技術を
　学びます
・就農計画の作成
・栽培実習・講義
・先進農家派遣
・先進地視察（生産者・市場）

・先輩農家でみっちり修業
・就農に向けて自信をつけます
・同時に就農準備を進めます
・農地等の物件は関係機関から
　積極的に情報提供します

●研修時間／月～金 ８：３０～１７：１５ ●年間／1,200時間以上

園芸センターで最長２年間の研修

就農
するために
考えて
ほしい
こと

就農
するための
準備は？

1年目

作物例1

2年目

就農するなら
東広島！

知って
得

ポイント

ミニトマトの魅力 ほうれんそうの魅力

大産地の端境期を狙って品質で有利な販売大産地の端境期を狙って品質で有利な販売

〇低コストで栽培できる
〇高度な栽培技術が少ない
〇ハボタンの低コスト露路栽培も可能

〇低コストで栽培できる
〇高度な栽培技術が少ない
〇ハボタンの低コスト露路栽培も可能

作物例3

知って
得

ポイント

トルコギキョウの魅力 ストックの魅力

経営概要 ［Management outline］

夏のなす
＋

冬の白ねぎ
露地栽培で参入しやすい
JAが共同販売で販路をサポート
たくさんの先輩農家さんが安心フォロー

露地栽培で参入しやすい
JAが共同販売で販路をサポート
たくさんの先輩農家さんが安心フォロー

〇小さめの農地でたくさん収穫、高収益
〇中形のなすで作りやすい
〇競合産地が少なく、よく売れる

〇小さめの農地でたくさん収穫、高収益
〇中形のなすで作りやすい
〇競合産地が少なく、よく売れる

〇雪の降る冬にも長期収穫できる
〇自分のペースで収穫量を調整できる
〇広島県内でJAがリレー出荷しているので
　市場で有利に販売できる

〇雪の降る冬にも長期収穫できる
〇自分のペースで収穫量を調整できる
〇広島県内でJAがリレー出荷しているので
　市場で有利に販売できる

項　目
作付面積
労　　力
売　　上
経　　費
農業所得
所 得 率

作物例2

初期投資

就農1年目
1,500㎡
夫婦2人
177万円
118万円
59万円
33％

就農3年目
3,000㎡
夫婦2人
355万円
199万円
156万円
43％

・軽トラック　92万円
・トラクター 180万円
・防除機　　 25万円

・なす管理機 　39万円
・ねぎ管理機（レンタル有）
・根切・葉切機 61万円

・皮むき機 38万円
・コンプレッサー
　　　　　　28万円

知って
得

ポイント

なすの魅力 白ねぎの魅力

夏のトルコギキョウ
＋

冬のストック

〇小面積でたくさん収穫、高収益
〇気候に合わせた作型で端境期に出荷
〇専用の機械は不要
〇東広島オリジナルの露地栽培で低コスト栽培も可能

〇小面積でたくさん収穫、高収益
〇気候に合わせた作型で端境期に出荷
〇専用の機械は不要
〇東広島オリジナルの露地栽培で低コスト栽培も可能

経営概要 ［Management outline］

項　目

作付面積
労　　力
売　　上
経　　費
農業所得
所 得 率

初期投資

就農1年目

1,000㎡
夫婦2人
700万円
550万円
150万円
23％

就農5年目

2,000㎡
夫婦2人＋パート1人

農地面積 3,000㎡ 3,000㎡

1,400万円
1,150万円
250万円
18％

専従者120万円
・ビニールハウス 1,000万円
・軽トラック　　　　92万円
・トラクター 　　　180万円

・管理機 39万円
・防除機 25万円
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その他収入 専従者100万円

経営概要 ［Management outline］

項　目

作付面積
労　　力
売　　上
経　　費
農業所得
所 得 率

初期投資

就農1年目

1,000㎡
夫婦2人
700万円
550万円
150万円
23％

就農5年目

2,000㎡
夫婦2人＋パート1人

農地面積 3,000㎡ 3,000㎡

1,400万円
1,150万円
250万円
18％

専従者150万円
・ビニールハウス1,000万円
・軽トラック　　　　92万円
・トラクター 　　　180万円

・管理機 39万円
・防除機 25万円
・選果機 80万円

その他収入 専従者 50万円

その他収入 専従者160万円

夏秋のミニトマト
＋

冬のほうれんそう



園芸センターを活用しよう！！

園芸日曜
講座

果樹生産
講座

野菜生産
講座

新規就農者育成研修生募集
新規就農者育成
総合対策

5

独立して
農業をしたい方

東広島市園芸センター

農業を始めたい・出荷を考え始めた方へ

野菜栽培や就農準備などについて基礎
的な講義、また園芸センター圃場で実地
講習

東広島市在住で、農業未経験の人

20人（抽選）

野菜・花きの栽培技術や経営についての学
習、先進農家視察や農家へ派遣研修等

農業経営基盤強化促進法に基づく認定新規
就農者（農業所得250万円以上を目標とす
る農業者）及び認定農業者（農業所得500
万円）

①～⑤の全てに該当する人

①18歳以上45歳未満の人
②高等学校を卒業、または同等以上の学力
を有し、研修を受講できる人
③研修開始までに市内住所を有することが
できる人
④研修の全期間について研修に参加でき、
かつ通所可能な人
⑤研修終了後に市内で就農し、認定新規就
農者を目指す意欲のある人

2年間

研 修 内 容

研修期間

目標とする農業者

応募 資格

・資金面の支援
・経営発展への支援
①経営開始資金
②就農準備資金
③雇用就農資金

内　容

対　象

定　員

西条柿、ブドウの栽培講義、実習、生産者
視察など

東広島市内在住で栽培可能な農地を確
保し、所得を得るため新規に果樹の栽培
を予定している人

10人（先着順）

内　容

対　象

定　員

直売所出荷者向けの野菜栽培、土壌肥
料などの講義

東広島市内在住で市内直売所などの出
荷農家として会員登録し、秋冬野菜に取
り組む意欲のある人

20人（先着順）

内　容

対　象

定　員



農
業
に

　
東
広
島
市
で
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
を
活
用
し
、
就
農
後
活
躍

し
て
い
る
人
と
そ
の
取
り
組
み
を
支
え
る
人
、
応
援
す
る
人
を
紹
介
。

　市と連携して、新規就農を目指す方へ
の支援や、就農後のフォローを行ってい
ます。また、農業者同士をつなぐきっか
けづくり、横の連携を強めるお手伝いも
しています。
　農業は、基本的には1人で経営する厳
しい世界。心身ともに強くないとできな
い仕事だと感じますが、その中でも八幡
原さんは、農業以外のことにも自発的に
取り組む農家さんです。
　天候や価格など不安定な要素が多く、
努力ではどうにもならない部分もありま
すが、県も含めて、相談できる人や機関
もたくさんありますので、若い世代にも
恐れずチャレンジしてほしいですね。

田
澤
直
子
さ
ん

広
島
県
東
広
島
農
林
事
務
所

豊栄町地域おこし協力隊員 野菜Labo　野菜料理人

田野実 温代さん

6

　神奈川県で会社勤めをしていたとき、体調を崩して
しまいました。心身の不調が続く中、野菜を選び、切っ
てちぎって触れて、調理して食べるという時間が心地
いいことに気付き、野菜の研究を始めました。例えば
生の玉ねぎは、水にさらすより簡単に辛み抜きできる

方法がある。野菜は調理が面倒と思われがちです
が、深く理解すると実は簡単においしく食べられ
るんです。
　野菜は農家さんの生き様、農法は生き方そのも
の。これまで全国の農家さんを訪問してきました
が、ひとつとして同じ農法はありませんでした。目
的もそれぞれで、そのためによりよい方法を突き
詰めています。そんな農家さん同士が情報を共有
したら、地域の農業がよりよいものになるような
気がします。

地
元
の
人
と
野
菜
の
商
品
開
発

サポート
八幡原さんの

農
村
振
興
課
　
担
い
手
支
援
係
長

　芸南農協では、2018年度から研修制
度を設けています。研修生として学ぶだ
けでなく、パート職員として農協の業務
に従事しながら、地元の農家さんを訪問
し、実際の農業に触れたり、つながりを
作ったりする期間としています。
　吉﨑さんは2期生。13ある県内JAは
合併の流れにありますが、若手就農者の
皆さんには、JAや自治体などあらゆる境
界を越えた農家同士のつながりを期待
します。
　作物には休みなく毎日向かい合うこと
になりますので、就農を目指す方はま
ず、何を作りたいか、どこで農業をしたい
か、自分をよく見つめてみてください。

久
保
勝
義
さ
ん

芸
南
農
業
協
同
組
合

サポート
吉﨑さんの

指
導
販
売
課
　
課
長
補
佐

　ねぎの栽培を始めたのは、大学時代に京都で九条ねぎを栽培す
る農家で農作業を体験したのがきっかけ。法人化し、社名を付ける
時に考えたのが、「ねぎらい」と「ねぎライフ」。ねぎには疲労回復
や風邪の予防等に効果があると言われている。そのことから、「サ
ムライねぎを多くの人に届け、健康な街にしたい！」というモットー
で働いています。現在、飲食店をメインに約260店舗、他小売業者、
卸業者に出荷してます。
　「おいしい」と言ってもらえることがやりがい。若者にもっと農業
の魅力を広めたい。高校生もアルバイトで働いており、
新卒採用も行っていきます。サムライねぎは、寒暖差
の大きい志和で作っているため、甘く、シャキッと感が
魅力。「東広島で認知度が高まっているサムライねぎ。
いずれは海外にも広めていけたら」と思っています。

八
幡
原
　
圭
さ
ん

株
式
会
社
ね
ぎ
ら
い
ふ
ぁ
ー
む
　
経
営

ひ
ろ
し
ま
ベ
ン
チ
ャ
ー
奨
励
賞
金
賞
受
賞

　東広島市安芸津町で農業を営んでいます。ねぎらいふぁーむと提携
しサムライねぎを栽培、まる赤馬鈴しょはJA芸南に出荷しています。
　約5年前、農業は稼げるのではないかと思い立ち、農業をすることに。
八本松町の農業法人で働いた後、昨年の8月までJA芸南の研修を受け
ていました。その後昨年9月から就農しました。
　「野菜は素直で裏切らない」がモットーで、自分が手塩にかけて育て
た分、必ず返ってくるのが農業の楽しさです。毎年の大雨による草と闘
いながら、ねぎと馬鈴しょの栽培に励んでいます。
　現在、農福連携事業を行っており、東広島市社会福祉協議会安芸津支
所小規模授産施設つばさの方々が、ねぎの選別作業をしています。大芝
島でSUPボードのインストラクターもしています。こうした人とのつな
がりを大切にしながら、農業の幅も広げています。若者も農業に興味を
持ってもらえるような社会を目指して頑張っています。

吉
﨑
　
弘
章
さ
ん

安
芸
津
若
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
結
成
準
備
中

吉
粋F

am
ily

　
経
営

ねぎらいふぁーむの
ホームページへ



　福原さんが修了したころ私が入庁し、
それ以来栽培指導などをしています。福
原さんは指導せずとも自ら勉強してい
て、様々な点で応用ができています。土
壌分析と診断のためセンターにも頻繁
に来訪。ハウスの管理、農薬の選び方や
施肥など、すべてが上手で、“もうかる農
業”につなげています。
　経験上、女性の場合は料理や子どもの
健康など、他の分野への関心から農業を
始める方も多く、ニーズ把握や販路開拓
が得意な人が多い印象です。

前
田
淳
一
さ
ん

東
広
島
市
園
芸
セ
ン
タ
ー

地
域
農
業
推
進
指
導
員

　40歳を迎えたことを契機に、人生を見直し。組織や上司ではな
く、自らの責任で仕事をしてみたいと思い、農業を始めました。夏
はミニトマト、冬はほうれんそうを中心に栽培しています。
　最初は補助金を活用してハウスを4棟設置。初年度は収穫量も
少なく苦しみましたが、「税金を無駄にはできない！自分でなんと
かしなくては」と思い、必要なことは自分で試行錯誤を繰り返しな
がら取り組んでいます。今はハウスも増設して、従業員も雇用して
います。
　農業者はあくまで経営者です。「そこそこ以上の所得」「適正な
労働・生活環境」「仕事のやりがい」が達成し始めると、次の世代も
自然と農業に関心が向くと思います。
　失敗も改善も、すべて自分の采配で決まるのがおもしろいとこ
ろ。でも家族の協力も欠かせず、いつも感謝しています。

福
原
由
美
さ
ん 携

わ
る

輝き人の現在
いま

た
ず
さ
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サポート
福原さんの

　栽培技術支援、経営や作業改善
など、農家さんの経営発展につな
がるコンサルティングを行っていま
す。
　教蓮さんの農場にも月1回ほど
訪問していますが、ぶどう棚や直売
所を自作し、新しい栽培方法にも
挑戦するなど活動的。栽培がとて
も丁寧でぶどうの房がきれいで
す。
　農業はデジタル化が進んでいな
い分野。当所では研究機関などと

連携してスマート農業の推進も支
援しています。作業の省力化や所
得の向上につながれば、若手の皆
さんはもちろん、高齢者にも優しい
農業が実現すると考えています。

佐
藤
広
基
さ
ん

広
島
県
西
部
農
業
技
術
指
導
所

サポート
教蓮さんの

技　
師

　祖父が以前、高屋で農場を経営しており、その農場を手伝ってい
たが、この農場で他に何かできることはないかと模索し、広島県の
「農業経営指標」を作物別で並べたときにぶどうが良さそうだと感
じて、ぶどう農園を始めることを決意しました。農業を始めるにあ
たって予備知識もなく、農業に関するあらゆる書籍を読み漁りまし
た。宮崎県で農業を行う人の書籍を読み、広島県の土壌や特産作
物などと相関性があったので参考にしました。補助金も利用できる
と知ったので、まずはチャレンジしようと思い立ちました。
　約50㌃の小さい農園なので週に一回全品種の糖度を測定し、熟
し具合を判断して販売しています。また、15品種栽
培しているので、品種ごとの良し悪しによるリスク
を分散しています。粒や房の重さ、糖度などで完璧
に自信のある房はなかなかできませんが、だからこ
そ挑戦しがいがあります。

教
蓮
健
治
さ
ん

Ｒ
３
年
度
市
ハ
ウ
ス
補
助
金
利
用
で

規
模
拡
大
予
定

た
か
や
の
ぶ
ど
う　

経
営

取材を通して
学生リポーター　日野 光佑 学生リポーター　丹下 佳乃
　教蓮さんの人柄や、0から夫
婦でぶどう園を始め、お客様を
喜ばせるためにあらゆる工夫を
してきた努力が感じられまし
た。ぶどう農園を営む現在まで、
教蓮さんに計り知れないほどの
刺激ある日々が訪れたのは、好
奇心のままに行動したからだと
強く感じました。

　今回の取材で、農業に対する
イメージが大きく変わりました。
　体力のいる大変な仕事という
イメージを持っていましたが、
楽しく稼げるのだと知って驚き
ました。私たちのような若い世
代にも、魅力を知って農業を始
める人が増えるといいですね。

園
を
拡
大
し
、５０
㌃
に
１５
品
種
の
ぶ
ど
う
を
栽
培

福
原
農
園　

経
営

ゼロ

たかやのぶどうの
ホームページへ



　
―
1
日
の
流
れ
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

朝
起
き
た
ら
、
朝
食
前
に

野
菜
を
収
穫
し
ま
す
。朝
食

後
は
、
袋
詰
め
な
ど
調
整
を

し
て
出
荷
。午
後
は
、農
作
業

や
整
体
の
仕
事
を
し
ま
す
。

　

夏
の
昼
間
は
暑
く
て
農
作

業
が
で
き
な
い
の
で
、
夕
方

以
降
夜
遅
く
ま
で
か
か
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、し
ゃ

が
ん
で
す
る
作
業
も
多
い
の

で
腰
を
痛
め
る
方
も
多
く
、

私
も
初
め
て
腱
鞘
炎
を
経
験

し
ま
し
た
。

　
―
大
変
な
思
い
も
さ
れ
て

い
る
の
で
す
ね
。ど
う
し
て

農
業
を
始
め
た
の
で
す
か
。

　

ひ
と
つ
は
、地
域
を
元
気

づ
け
た
い
と
思
っ
た
か
ら
。

生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
場
所

は
、
周
囲
に
農
家
も
多
く
高

齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。誰

か
が
や
ら
な
け
れ
ば
耕
作
放

棄
地
が
増
え
る
ば
か
り
。

〝
守
っ
て
い
く
〞
な
ん
て
言

え
ば
偉
そ
う
に
聞
こ
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
地
域
の

農
業
を
元
気
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
ヨ
ガ
や

整
体
な
ど
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に

関
す
る
仕
事
を
し
て
い
る
こ

と
が
大
き
な
き
っ
か
け
で

す
。ヨ
ガ
教
室
や
整
体
で
は
、

目
の
前
に
い
る
方
そ
れ
ぞ
れ

に
合
う
形
で
健
康
に
導
く
こ

と
が
で
き
、
一
方
で
農
業
で

は
、
野
菜
を
通
し
て
さ
ら
に

広
く
多
く
の
方
を
健
康
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま

し
た
。美
味
し
く
て
体
も
喜

ぶ
食
べ
方
を
提
案
で
き
る
よ

う
に
、
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
資

格
も
と
り
ま
し
た
。

　

未
来
の
地
域
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
も
元
気
で
い
て
ほ

し
い
の
で
、
地
元
小
学
校
の

芋
掘
り
や
稲
作
授
業
を
し
て

い
る
方
の
お
手
伝
い
を
し
た

り
、
規
格
外
の
野
菜
を
子
ど

も
食
堂
や
児
童
福
祉
施
設
に

提
供
し
た
り
も
し
て
い
ま

す
。

　
―
地
域
の
元
気
と
健
康
の

た
め
に
、
ど
ん
な
野
菜
を

作
っ
て
い
ま
す
か
。

　

中
心
は
葉
物
野
菜
。1
〜

3
カ
月
と
短
期
間
で
収
穫
で

き
、
年
に
何
作
も
で
き
る
の

で
収
益
に
つ
な
が
り
や
す
い

と
、
園
芸
セ
ン
タ
ー
の
研
修

で
教
わ
り
ま
し
た
。

　

他
に
は
、
枝
豆
や
と
う
も

ろ
こ
し
、空
心
菜
、県
内
で
は

生
産
者
の
少
な
い
ル
ッ
コ

ラ
、
よ
く
青
汁
に
使
わ
れ
る

ケ
ー
ル
な
ど
、
珍
し
い
野
菜

も
栽
培
し
て
い
ま
す
。ほ
う

れ
ん
そ
う
や
水
菜
な
ど
も
、

赤
い
色
素
が
入
っ
て
い
る
、

フ
ィ
ト
ケ
ミ
カ
ル
を
多
く
含

む
も
の
に
し
ま
し
た
。健
康

に
良
い
影
響
を
与
え
る
野
菜

を
選
ぶ
こ
と
で
、〝
健
康
〞
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
農
業
に
お

け
る
私
の
個
性
に
つ
な
げ
て

い
ま
す
。

　

販
売
は
、
J
A
の
と
れ
た

て
元
気
市
の
ほ
か
、
フ
リ
マ

ア
プ
リ
も
活
用
。特
に
ケ
ー

ル
は
東
京
か
ら
の
引
き
合
い

も
強
い
で
す
ね
。作
り
た
い

も
の
を
、
好
き
な
方
法
で
売

る
、
そ
れ
が
自
分
に
合
っ
た

や
り
方
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
―
将
来
に
向
け
て
、
ど
ん

な
農
業
を
目
指
し
ま
す
か
。

　

一
言
で
言
え
ば
、〝
未
来

に
つ
な
が
る
農
業
〞。農
業
は

実
は
他
業
種
と
比
べ
て
も
死

亡
事
故
が
と
て
も
多
い
。農

作
業
だ
け
で
な
く
、
機
械
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
も
基
本

的
に
は
自
分
で
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。い
い
こ
と
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
心
身
と
も

に
健
や
か
に
、
楽
し
く
幸
せ

に
無
理
な
く
続
け
て
、
地
域

に
・
社
会
に
・
世
界
に
貢
献

し
て
い
け
た
ら
理
想
で
す
。

ど
ん
な
仕
事
で
も
同
じ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
楽
し
く
な

け
れ
ば
続
け
ら
れ
ま
せ
ん
か

ら
。自
然
と
一
緒
に
、た
く
ま

し
く
生
き
て
い
き
た
い
人
に

向
い
て
い
る
職
業
だ
と
思
い

ま
す
。

加藤 貴昭さん

昭和52（1977）年生まれ、東広島市出身。
20年以上にわたり、高屋町で整体院を営んでいます。また、ヨガやキッ
クボクシングを教えるなど、心身の健康管理のための事業を展開。
令和元年8月から約1年８か月間園芸センターの研修を受けて、令和3
年4月に就農しました。

INTERVIEW

野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
資
格
も
取
得

健
康
を
作
る
楽
し
い
仕
事

今
年
４
月
に
就
農
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　月に数回、営農指導で加藤さんを訪問し、栽培の
指導や出荷先の提案など、販売や経営に関して助
言しています。
　加藤さんも実践しているハウス栽培は、露地栽
培のものと収穫時期をずらすことができ、売れ残
りの数も抑えることが可能。さらに加藤さんの農
業は基本に忠実、一方では珍しい品目を自ら調べ
て取り入れ、他の生産者との差別化を図っていま
す。

西
野
木
省
吾
さ
ん

広
島
中
央
農
業
協
同
組
合

高
屋
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
　
営
農
指
導
員

サポート
加藤さんの

け
ん
し
ょ
う
え
ん

　
―
就
農
に
関
心
が
あ
る
方

に
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

農
業
は
こ
れ
か
ら
高
齢
化

が
進
み
、
若
い
世
代
に
チ
ャ

ン
ス
が
巡
っ
て
く
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。園
芸
セ
ン
タ
ー

に
は
、
い
ち
か
ら
教
え
て
く

れ
る
研
修
や
、
就
農
後
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
あ
り
ま

す
。

　

命
を
育
み
、
健
康
を
つ
く

る
、楽
し
い
仕
事
で
す
。や
っ

て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

芽
生
え
た
な
ら
、
ぜ
ひ
挑
戦

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

出荷される空心菜

畑で作った野菜をサラダに

ハウスで栽培されているケール

ALL GREEN
Instagram


